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含鉄資材の汚泥処理効果について

佐藤邦彦，加藤 進，高橋正昭
  佐々木謙一 1)

Settling effect of Feric compound on the sludge sedimentation

                      Kunihiko SATO, Susumu KATO and Masaaki TAKAHASHI
                       Kenichi SASAKI 1)

硫酸法チタン製造法など酸処理水の中和過程において生成する酸化鉄を主体とする資材の有効利用を

図るため，酸化鉄の有する汚泥沈降効果に着目し，下水汚泥を用いて沈降試験を行なった．

含水汚泥（MLSS2500）に１％の割合で当該資材を添加したところ，顕著な汚泥の沈降速度増加が認め

られた．また，処理液の COD，T-N，T-Pも減少し，水質浄化効果も認められた．これらの結果から当

該資材が各種汚泥の撒水処理助剤として使用できる可能性を示した．
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はじめに

硫酸法チタン製造法など酸処理水の中和過程において

酸化鉄を多量に含むスラッジが生成し，その多くが利用

されず廃棄されている．硫酸法酸化チタン製造に際して

発生する産業廃棄物の削減を計り，製造コストの低減と

埋立最終処分場の負荷軽減のため，こうした工程におい

て回収された含鉄物質の資源回収あるいは有効利用を進

めることが重要である．

これまで，一般的に塩化鉄，ポリ鉄といった含鉄系の

薬剤 1) が下水汚泥の凝集沈降処理等に用いられているこ

とから当該含鉄資材も同様に汚泥処理において機能する

ことが想定される．また，リン等の除去に鉄系の処理剤

2)3)が用いられていることから水質浄化効果についても期

待される．そこで，酸化チタン製造工程において回収さ

れた含鉄資材を下水処理汚泥の固液分離助剤として使用

する可能性について検討を行った．

実験方法

(1)資材

資材は石原産業㈱四日市工場の酸化チタン製造施設に

おいて副生し，回収された資材 Aおよび Bを用いた．資

材Ａは酸化鉄，石膏を主体とした素材で，資材Ｂは酸化

鉄，石膏，酸化チタン等を多く含む素材である．蛍光Ｘ

線分析計により分析した組成を表１に示す．資材Ａは主

に酸化鉄と硫酸カルシウムの混合物，資材Ｂは酸化鉄，

硫酸カルシウム，酸化チタンの混合物と考えられる．使

用にあたってはこれらの資材を乾燥後 0.5ｍｍ以下の粒

径に粉砕して用いた．

表１ 資材の性状

1) 石原産業㈱

外観 Fe2O3 CaSO4 SiO2 Al2O3 TiO2 Cl その他

資材A 褐色粉末 45.4 37.9 2.39 1.15 7.18 0.01 5.97
資材B 暗褐色粉末 23.8 34.1 7.26 1.86 23.9 4.09 6.03





図４ 資材の水質浄化効果

                   まとめ

含鉄系の資材２種類（資材Ａ，資材Ｂ）について下水

汚泥について沈降性能および水質浄化効果を判定した．

資材Ａ，Ｂともに下水汚泥に対して顕著な沈降効果を

示した．また，資材を用いて処理した排水のＣＯＤ，Ｔ

－Ｎ，Ｔ－Ｐも減少するなど水質の浄化効果も認められ

た．従って，下水処理汚泥等の各種汚泥処理助剤として

使用できる可能性があると考えられる．

しかし，汚泥の性状は排出源により大きく異なり，各

種の汚泥について性能試験を行っていく必要がある．さ

らに，これらの試験は実験室的レベルの試験であり，商

品化していくうえでモジュールテスト，あるいは汚泥排

出現場における試験が不可欠であり，今後とも各種企業

等の施設における現地試験を行っていく必要がある．
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